
先輩職員インタビュー

運行管理者等指導講習業務

函館支所チーフ

２ ０ １ ５ 年入構

講師と して、 運送事業者における輸送の安全確保をサポート

ー入構の決め手は何ですか。

正直なと こ ろ、 ナスバが第一志望と いう わけではなく 、 複数ある志望先の一つで

した。 しかし 、 友人の家族の利用施設がナスバの療護施設であるこ と を知り 、

療護施設の実態を見たこ と で被害者援護業務に対する解像度が高まり ました。

元から興味のあった安全指導業務と 合わせ、 自動車事故対策の専門機関と いう

イ メ ージが自分の中で固まり 、 他では経験できない仕事に魅力を感じ入構を決

意しました。

ー業務の役割を教えてく ださい。

運行管理者に対する指導講習を行っています。 運行管理者はバス、 ハイヤー・ タ ク シー及びト ラ ッ ク などの

自動車運送事業者に選任され、 法令に定められた安全確保に努めています。 講習会を通じて、 自動車運送事

業者の安全への取組をサポート しています。

実際の指導講習では講師と して壇上で講義を行います。 指導講習の種類や対象者によって講義内容が変わる

ため、 運行管理に関する基礎的な知識から最新法令、 事故・ 違反の再発防止策等の幅広い知識が必要になり

ます。 また、 指導講習の年間開催スケジュールの調整や会場確保、 開催当日の会場整備等のイベント 運営に

も携わるため非常に幅広い業務を経験できます。

ーやり がいは何ですか。

寄り 添う ナスバ 頼れるナスバ

講義内容を工夫し、 それが上手く 受講者に伝わったと きにやり がいを感じます。 「 わかり やすかった」

「 会社に戻ったら実践したい」 と の声をいただく と 励みになり ます。

内容を分かり やすく 説明するのは大前提です。 内容の理解にと どまらず、 納得して実際に行動に移しても ら

う こ と が大切だと 思っています。 そのために必要な納得感を生む講義資料の作成、 法改正の背景理解、 地域

に合わせた具体例の工夫をいつも心掛けています。



ー職場の雰囲気でよいと こ ろはなんですか。

ナスバは自分の成⾧を実感できる職場です。 若手職員でも大きな仕事を任されるチャンスにあふれており 、

自分次第でいく らでも新しいこ と に挑戦できます。

また、 業務の幅が広いため部署異動によ り 、 全く 新しい知見を得られます。 現在は指導講習業務を担当して

いますが、 入社１ 年目に運転適性診断業務、 ２ 年目に被害者援護業務、 ３ 年目から総務経理を担当してきま

した。 その経験が現在の講義の説得力になっていると 思います。

自己紹介

自分の「 可能性」 と 「 夢」 を見つめて

2015年4月入構 商学部企業法学科卒

新規採用で札幌主管支所に配属。 その後も北海道内で

勤務し 、 2021年よ り 函館支所で勤務。

観光地と して名高い北海道！有名観光地から穴場ス

ポッ ト 、 温泉、 グルメ を楽しんでいます。 最近は職場

でスキー板を譲っても らい、 10年ぶり にスキー復帰し

ました。 まだまだ新規開拓の日々を過ごしています。

ー将来の目標を教えてく ださい。

現在携わっている指導講習業務は運行管理者が対象です。 しかし 、 自動車運送事業者における

輸送の安全確保は運行管理者の取組だけで達成されるものではあり ません。 事業者、 運行管理

者、 運転者の三者が協力するこ と で達成されます。

今後は事業者に対する安全マネジメ ント 業務を通じ 、 社内の安全文化の醸成の助けができれば

と 考えています。 まずはそのために必要な安全評価員等の資格を習得するのが目標です。

ー最後に学生の方に向けてメ ッ セージをお願いします。

ナスバの業務は自動車運送事業者や自動車事故被害者の方を対象にしたも

ので、 一般の方と は直接関わる機会は少ないかも しれません。 しかし 、 周

り に目を向けると バスやタク シーの公共交通機関が存在し 、 我々が手にす

る商品の数々もほぼ確実にト ラ ッ ク輸送で店頭に並んでいるはずです。

ナスバはそんな誰もが必ず関わっている自動車社会を、 自動車運送事業者

と 共に安全・ 安心・ 快適なものにする非常にやり がいのある仕事ができる

組織です。 皆様と 共に働けるこ と を楽しみにしています。



先輩職員インタビュー

指導講習業務

鹿児島支所 チーフ

２ ０ １ ８ 年入構

輸送の安全安心に寄り 添う ナスバの指導講習

ー入構の決め手は何ですか。

ナスバが全国の自動車事故の削減に取り 組んでいる組織であるこ と が決め手と な

り ました。 私が転職活動をしていた頃、 連日のよ う に自動車事故に関する報道が

行われていました。

自動車事故は、 被害者や加害者の人生や、 その周り の方々の生活を一変させてし

まう こ と があり 、 それは突然、 身に降り かかってく るこ と も あり ます。 そのため、

自動車事故そのものがなく なってしまえば、 被害者も加害者も生むこ と のない社

会に近づけるのではないかと 思い、 様々な角度から 、 自動車事故にアプローチで

きるナスバの業務に魅力を感じました。

ー業務の役割を教えてく ださい。

現在、 鹿児島支所において、 運行管理者等に対する指導講習業務を担当しています。

運行管理者と は【 輸送の安全の責任者】 であり 、 運行の安全確保に関する業務を自動車運送事業者に代わっ

て行う 重要な存在です。 指導講習では、 バス、 ハイヤー、 タク シー、 ト ラ ッ ク などの事業用自動車の運行管

理者等を対象に「 運行管理の実務や関係法令」 、 「 安全の確保に必要な管理手法」 などの講習を行い、 自動

車事故の発生の防止に万全を期すこ と を目的と しています。

ナスバでは、 国土交通大臣の認定を受け、 運行管理者等を対象に基礎講習・ 一般講習・ 特別講習の３ 種類の

指導講習を実施しています。 運行管理者への講習を実施していく こ と で、 安全への取り 組みをサポート し 、

事故削減を積極的に進めています。

ーやり がいは何ですか。

寄り 添う ナスバ 頼れるナスバ

自動車運送事業に欠かせない運行の安全確保に貢献できるこ と です。 私たちの生活にと って、 輸送は切っ

ても切り 離せない存在です。 日々の通勤、 通学、 緊急時の移動、 食品や日用品の入手と いった現代社会の基

盤を支えているものが輸送です。 輸送には、 スピード が求められるこ と が多いですが、 その土台には、 無事

に人々や商品を送り 届けると いう 安全安心が存在しており 、 根幹を支えてく れています。 その安全安心に貢

献できる業務が指導講習であると 考えています。



ー職場の雰囲気でよいと こ ろはなんですか。

様々な意見を忌憚なく 、 出し合えると こ ろです。 ナスバでは、 相手の話にしっかり と 耳を傾ける傾聴の文化

を大切にしています。 職員が互いに、 得意な分野と 苦手な分野を出し合えるこ と で、 得意な分野では相手を

支え、 苦手な分野では、 サポート し合える体制が整っていると こ ろが職場のよいと こ ろであると 認識してい

ます。

自己紹介

自分の「 可能性」 と 「 夢」 を見つめて

経済学部を卒業後、 名古屋主管支所の勤務を経て、

現在に至り ます。 鹿児島には美味しい食べ物や温泉地が

数多く あるため、 休日に、 それらを巡るこ と が楽しみの

一つです。

ー将来の目標を教えてく ださい。

「 ナスバのおかげで自動車事故がなく なったよ 」 と 言って頂けるよう な自動車事故防止の講師を目指してい

きたいです。 ナスバでは、 講師の育成にチカラを入れており 、 段階的な研修や若手職員のプレゼン強化プロ

グラムなども開催しており ます。 それらを通じて、 新たな知見や自分の講師と しての⾧所や改善点を客観的

に知るこ と ができる環境は、 ナスバの強みであると 感じています。 同じ職務を全う する方々と 、 切磋琢磨し、

1件でも事故削減へと 繋げるこ と が出来るよ う 尽力していきたいと 考えています。

ー最後に学生の方に向けてメ ッ セージをお願いします。

ナスバは自動車事故対策の専門機関です。 普段、 バスやタク シーに乗車する際に、

「 自動車事故に遭遇しないか心配だ」 と 考えるこ と は、 あまり ないと 思います。

また、 商品を注文した際に、 ト ラ ッ ク での輸送中に、 「 ト ラブルが発生して、

期日までに綺麗な状態で届かないかもしれない」 と 懸念される方も少数派かと 感

じます。 それは、 私たちが輸送に対して、 安全安心と いう 信頼を寄せているため

だと 思います。 安全安心は、 身体だけでなく 、 心の平穏にと っても欠かすこ と が

できません。 ナスバは、 独立行政法人と いう 視点から 、 自動車の安全安心に注力

するこ と が出来る点が一番の魅力だと 考えています。 その点に共感頂けた方は

是非、 挑戦して頂けると 幸いです。



先輩職員インタビュー

適性診断業務

奈良支所 スタッ フ

２ ０ １ ９ 年入構

ド ラ イバーに寄り 添い、 と もに安全なクルマ社会の実現へ

ー入構の決め手は何ですか。

２ ０ １ １ 年３ 月１ １ 日の東日本大震災をきっかけに”安全で安心な暮ら し ”につい

て漠然と 考えるよ う になり ました。 はじめは、 自然災害に関する防災マネジメ ン

ト やBCP等に興味を持ち勉強をしており ましたが、 次第に”よ り 身近な安全”につい

て考えるよ う になり 、 交通事故の防止に興味を持つよう になり ました。

入構の大きな決め手は、 交通事故の防止に関係する業務を担う 組織の中でも特殊

な独立行政法人と いう 組織であるこ と です。 民間には真似できない業務を実施で

きる組織であるこ と に惹かれ入構を決めました。

ー業務の役割を教えてく ださい。

私は現在、 奈良支所において適性診断業務に従事しています。 適性診断と は、 一言でいう と 「 個性」 を見分

けるものです。 「 十人十色」 と いう 言葉にもあるよう に、 自動車の運転にもその人独自の色（ 個性） があり

ます。 そして、 その個性の中には安全運転を促すものと 、 事故に繋がるかも しれないものがあり ます。 それ

を前提に、 業務内容を記述すると 以下のよ う になり ます。

①前述の両者を見分けるために「 Ｐ Ｃ を使用した診断」 を実施。

②①で見分けた色（ 個性） を材料に、 フェイスト ゥ フェイスで事故防止・ 再発防止に向けて一緒に考える

場の提供である 「 カウンセリ ング」 を実施。

これが適性診断担当のメ イン業務です。 その業務の中で、 日々、 さ まざまな運転者の方に出会い、 安全運転

への方策を運転者と 一緒になって考えていく こ と ができるため、 ダイレク ト に運転者の変容が感じられるこ

と が醍醐味です。

ーやり がいは何ですか。

寄り 添う ナスバ 頼れるナスバ

適性診断を受診するために来所される方は、 日々ト ラ ッ クやバス、 タク シーなどを運転されているプロ ド

ラ イバーです。 交通事故と の距離が一番近く 、 交通事故を起こ したく ないと 一番強く 考えている方です。

カウンセリ ングを通してそのよ う な方々の安全運転をサポート する業務を実施しています。 成果が見えにく

い仕事ではあり ますが、 カウンセリ ングをした方が事故を起こ さずに日々運転されているこ と がやり がいと

なっています。



ー職場の雰囲気でよいと こ ろはなんですか。

いく つかあり ますが、 人間関係が良好であるこ と が一番だと 感じています。

一人ではしんどいと 思う 仕事であっても 、 周り の方が気にかけて声をかけてく れるので、 相談もしやすく 頑張

れます。

プラ イベート の話も気軽にできますが、 プラ イベート に踏み込みすぎないちょ う ど良い距離感があるこ と も

雰囲気の良さにつながっていると 感じています。

自己紹介

自分の「 可能性」 と 「 夢」 を見つめて

趣味は好きなアーティ スト のラ イブに行く こ と です。

1回のライブツアーで福岡や北海道に足を運びました！

旅行や旅行先等で美味しいご飯やスイーツを食べるこ と も

趣味のひと つで、 休日には美味しいと 噂のお店に足を運んで

います。

また、 最近カメ ラを購入したので、 カメ ラ を持って散歩をし

つつ風景や神社などの建物や花などを撮影するこ と が新しい

趣味です。

ー将来の目標を教えてく ださい。

今後挑戦していきたい業務は、 「 被害者援護業務」 です。 今までは、 事故防止等の「 防ぐ」 と いう 業務を

メ インに担当してきましたが、 交通事故被害者への支援「 支える 」 と いう 業務を通して、 被害者の方に寄

り 添いながら 、 様々な形で支援をしていきたいと いう 強い気持ちがあり ます。 被害者の方からの声を集め

て、 形にしていく 。 時には、 既存の枠を超えて新しい形を提供していく 。 それが使命であり 、 やり がいを

感じる部分であると 考えるからです。

ー最後に学生の方に向けてメ ッ セージをお願いします。

今まさに人生の大きな岐路に立ち、 悩み、 考え、 毎日を必死に駆け抜けているこ と と

思います。 人生においてこれほどまでに自分自身と 向き合い、 考え抜く 機会はそう 多

く はないと 思います。 だから こそ妥協せず、 「 その先に何をみるのか」 、 「 どう した

いのか」 を時間が許す限り 悩み抜いて下さい。 そして就職活動の中で、 自動車事故対

策機構の「 ＮＡＳ ＶＡでしか出来ない仕事を担う 」 と いう こ と に魅力を感じた方は、

ぜひチャレンジしてみて下さい。



先輩職員インタビュー

適性診断業務

高松主管支所 スタッ フ

２ ０ ２ １ 年入構

ド ラ イバーに寄り 添い、 安全運転へと 導く 適性診断業務

ー入構の決め手は何ですか。

ジョ ブローテーショ ンの中で、 安全指導業務と 被害者援護業務の両方に携わるこ

と ができると こ ろです。 自動車事故と いう 一つのテーマに対して「 事故の発生防

止」 と 「 被害者の支援」 と いう 全く 違う 方向からアプローチしていると こ ろに魅

力を感じました。

実際に被害者援護業務から安全指導業務への配置換えを経験していますが、 被害

者の方やご家族と 接する中で感じてきた思いが原動力になっています。

ー業務の役割を教えてく ださい。

ナスバネッ ト と いう 適性診断システムを用いて、 主にト ラ ッ ク やバス、 タ ク シーなど事業用自動車の運転者

の方を対象に適性診断を実施しています。 一人ひと り の受診結果から事故につながり やすい危険な「 く せ」

や性格の特性を見出してそれに応じた助言指導（ カウンセリ ング） を行います。 カウンセリ ングでは適性診

断の結果と あわせて自身の日頃の運転ぶり を振り 返っていただき、 安全運転を続けていく ための目標を一緒

に考えていきます。

また、 ナスバネッ ト を導入するこ と で自社内で適性診断を受診できるよ う にしている企業もあるため、 導入

に関する相談や機器の不具合などに関する対応も行います。 状況によっては企業を訪問し 、 診断機器の調整

をするこ と も あり ます。

ーやり がいは何ですか。

寄り 添う ナスバ 頼れるナスバ

受診者の方と １ 対１ でお話しする中で、 意識の変化を直に感じられると こ ろにやり がいを感じます。 最後に

「 今日は来て良かったです。 こ れから も安全運転で頑張り ます」 と お礼を言って帰っていただけた時は心か

ら う れし く 思いますし 、 受診者の方の「 絶対に事故を起こ したく ない」 と いう 強い気持ちに触れるたびに自

分も も っと 頑張っていこ う ！と 思えます。



ー職場の雰囲気でよいと こ ろはなんですか。

上司や先輩に業務内外の相談をしやすいと ころです。 私はナスバに入構するまで関係分野の勉強をしたこ

と がなく 当初は不安もあり ましたが、 分からないこ と があると きや悩んだと きにはその都度周り に相談し 、

教えても らいながら業務を進めるこ と ができています。 また、 同じ事務所内に限らず、 近隣の支所と のつ

ながり も強いです。 四国にある他の支所の先輩方に業務の相談をするこ と も多いですが、 快く 対応してく

ださる方ばかり でと ても心強い存在です。

自己紹介

自分の「 可能性」 と 「 夢」 を見つめて

教育系学部を卒業後、 大阪主管支所および兵庫支所での勤務

を経て現在に至り ます。

高松に転勤してきて半年がたちました。

休みの日には四国の観光を楽しんだり 、

海を見に行ったり してリ フレッ シュしています。

ー将来の目標を教えてく ださい。

適性診断担当と しての経験を積み、 引き出しが多いカウンセラーになるこ と です。 短い時間の中でも受診

者の方の意識変容につなげられるよ う 、 話す内容や問いかけ方などの引き出しを増やしていきたいです。

また、 適性診断をさ らに多く の方に広めていく こ と も目標の一つです。 適性診断はどなたでも受診できる

ものなので、 プロド ラ イバーに限らず車を運転するすべての方に自分の運転ぶり について改めて考える

きっかけを持っていただけたら と 思います。

ー最後に学生の方に向けてメ ッ セージをお願いします。

ナスバの業務は多岐にわたり 、 若手のう ちから様々な業務に携わるこ と

ができる環境です。 皆さんがこれまでに身につけてきた知識・ 経験を活

かせる分野や、 ⾧い年月をかけて究めていきたいと 思う 分野も きっと 見

つかると 思います。

内部研修や資格取得制度も充実しているので、 ナスバの業務に少しでも

興味があればチャレンジしてみていただけたら う れしいです。

皆さんにお会いできる日を楽しみにしています。


